
人　

人　

人　合　　　計

人数

人　

人　

人　

人　

普Ｅ

普Ｆ

総従業員人数が２名以下
（下記「普Ｂ」～「普Ｆ」に該当する全て（他市町村分を含む）の人数を差し引いた人数）

普　通　徴　収　切　替　理　由

他の事業所で特別徴収（乙欄該当者など）

給与が少なく税額が引けない（住民税非課税の場合など）

給与の支払いが不定期（例：給与の支払いが毎月ではない）

事業専従者（個人事業主のみ対象）

退職者、退職予定者（５月末日まで）
及び休職者（育児休業中を含む）

符号

普Ａ

普Ｂ

普Ｃ

普Ｄ

合　　　計 ２人　

普Ｅ 事業専従者（個人事業主のみ対象） 人　

普Ｆ
退職者、退職予定者（５月末日まで）
及び休職者（育児休業中を含む）

１人　

普Ａ 総従業員人数が２名以下
（下記「普Ｂ」～「普Ｆ」に該当する全て（他市町村分を含む）の人数を差し引いた人数）

人　

普Ｂ 他の事業所で特別徴収（乙欄該当者など） 人　

普Ｃ 給与が少なく税額が引けない（住民税非課税の場合など） 人　

普Ｄ 給与の支払いが不定期（例：給与の支払いが毎月ではない） １人　

【普通徴収切替理由書記入例】

　・普通徴収とする方の人数を記入してください。

　・各々の給与支払報告書（個人別明細書）の摘要欄に、該当する理由の符号を記入し

てください。

　　退職予定者の場合は、退職予定年月日も併せて記入してください。

普通徴収切替理由書に記載のある理由（普Ａ～普Ｆ）以外での普通徴収への切替は認

められませんので、御了承ください。

符号 普　通　徴　収　切　替　理　由 人数

指定番号

普通徴収切替理由書（兼仕切書）

〇普通徴収とする場合は、個人別明細書の摘要欄に該当する符号（普Ａ、普Ｂなど）を

記入してください。

〇この普通徴収切替理由書の提出がない場合、原則どおり、特別徴収対象者となります。

〇符号普Ｆ欄の休職者とは、給与の支払いを受けていない場合に限ります。

普通徴収切替理由書（兼仕切書）

普Ｆ

（令和８年３月３１日退職予定）

普通徴収とする場合、その理由を符号から選んで

摘要欄に記入してください。

この欄の人数が総括表の普通

徴収欄の人数と一致することを

確認してください。

給与支払報告書（個人別明細書）

就・退職欄 抜粋

日

1

勤

労

学

生

中 途 就 ・ 退 職

就職 退職 年 月

７〇 ９ １

退職予定者は摘要欄に退職予定日

を記入してください。

退職日の記入があれば符号は不要です

が、切替理由書の記入には人数を含め

てください。
給与支払報告書（個人別明細書）摘要欄 抜粋


